
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
よ
く
に

（
紀
・
記
）
　
　
景
行
の
豊
国

一
、
は
じ
め
に

;と媛
の
奉
迎

富
　
　
来

隆

　
大
分
県
の
古
名
で
あ
る
「
豊
国
」
の
地
名
説
話
を
も
つ
「
豊
後
風
土
記
」
は
、
そ
れ
だ
け
で
私
た
ち
に
親
し
み
や
す
い
も
の
が
あ
る
。
と

同
時
に
、
。
里
芋
の
花
が
、
冬
に
、
咲
く
’
瑞
祥
を
、
ど
の
よ
う
に
解
し
た
ら
よ
い
か
に
苦
し
め
ら
れ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
　
「
日
本
書
紀
」
の
ほ
う
は
、
山
々
に
こ
も
る
族
長
た
ち
へ
の
凄
絶
な
殲
滅
戦
が
記
さ
れ
、
そ
れ
が
い
か
に
も
史
実
で
あ
る
か
の
よ
う
な
筆

法
、
こ
れ
ま
た
そ
の
解
釈
に
苦
し
め
ら
れ
る
。

　
し
か
も
書
紀
と
風
土
記
と
は
、
違
い
と
と
も
に
共
通
に
み
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
さ
ら
に
地
名
の
位
置
関
係
に
誤
っ
て
い
る
こ
と
も
目
に

つ
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
私
た
ち
を
悩
ま
す
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
私
も
何
度
か
ア
タ
ッ
ク
を
試
み
て
き
た
が
、
よ
う

や
く
、
一
の
解
釈
を
得
た
思
い
が
あ
り
、
し
ば
ら
く
そ
れ
に
つ
い
て
記
し
て
み
た
い
。

　
大
観
し
て
、
ま
ず
気
の
つ
く
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
記
述
の
仕
方
に
Ｉ
つ
の
き
ま
っ
た
型
（
タ
イ
プ
）
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
印
　
始
め
か
ら
天
皇
方
に
所
属
し
て
い
る
地
元
の
武
将
や
神
々
が
す
で
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
。
豊
前
進
攻
に
つ
い
て
は
「
菟
名
手
」
　
（
書

紀
に
お
い
て
は
国
東
臣
の
祖
と
さ
れ
、
風
土
記
で
は
豊
国
直
の
祖
と
さ
れ
て
い
る
）
が
居
り
、
豊
後
進
攻
で
は
直
入
郡
の
さ
い
に
、
神
々
の

名
前
が
み
え
る
。
　
圀
　
つ
ぎ
に
天
皇
方
が
、
豊
前
に
進
攻
す
る
さ
い
に
は
「
神
夏
磯
媛
」
の
帰
順
を
得
て
お
り
、
豊
後
に
つ
い
て
は
「
迷

津
媛
」
の
奉
迎
を
う
け
て
い
る
こ
と
。
と
も
に
沿
海
部
の
、
女
王
が
帰
順
し
、
そ
の
助
言
に
よ
っ
て
、
山
中
部
の
敵
対
す
る
首
長
た
ち
を
攻

め
滅
し
て
い
る
。
し
か
も
、
ど
ち
ら
の
女
王
も
、
そ
の
本
拠
が
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
で
妙
に
一
致
し
て
い
る
。
　
圀
　
さ
ら
に
山
中
部
の
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敵
対
し
た
首
長
た
ち
の
名
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
蔑
称
を
も
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の

奇
妙
な
名
前
が
は
た
し
て
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
の
か
、
何
か
ヒ
ミ
ツ
が
か
く
さ
さ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
お
を
は
っ
き
り
さ
せ

る
こ
と
が
、
問
題
を
と
く
カ
ギ
と
な
る
の
で
は
な
い
の
か
、
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
ず
、
立
論
の
順
序
と
し
て
、
天
皇
方
の
豊
前
進
攻
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
二
、
景
行
天
皇
の
豊
前
進
攻
（
書
紀
）

巾
　
〔
日
本
書
紀
〕
大
足
彦
忍
代
別
天
皇
　
（
景
行
天
皇
）

　
「
十
二
年
の
秋
七
月
に
、
熊
襲
反
き
て
朝
貢
ら
ず
。
八
月
の
乙
未
の
朔
己
酉
に
、
筑
紫
に
幸
す
。
九
月
の
甲
子
の
朔
戊
辰
に
、
周
芳
の
裟
座

に
到
り
た
ま
ふ
。
時
に
天
皇
、
南
に
望
み
て
、
群
卿
に
詔
し
て
日
は
く
、
「
南
の
方
に
炳
気
多
く
起
つ
。
必
に
賊
在
ら
む
、
」
と
の
た
ま

ふ
。
即
ち
留
り
て
、
先
ず
多
臣
の
祖
武
諸
木
・
國
前
臣
の
祖
菟
名
手
・
物
部
君
の
祖
夏
花
を
遺
し
て
、
其
の
状
を
察
し
め
た
ま
ふ
。

爰
に
女
人
有
り
。
神
夏
磯
媛
と
日
ふ
。
其
の
徒
衆
甚
多
な
り
。
一
一
の
魁
師
な
り
。
天
皇
の
使
者
の
至
る
こ
と
を
胎
き
て
、
則
ち
磯
津
山

の
賢
木
を
抜
り
て
、
上
枝
に
は
八
握
剱
を
桂
け
、
中
枝
に
は
ハ
明
鏡
を
往
け
、
下
枝
に
は
八
尺
瓊
を
柱
け
、
亦
素
幡
を
船
の
舶
に
樹
て
て
、

参
向
て
啓
し
て
日
さ
く
、
「
願
は
く
は
兵
を
な
下
し
そ
。
我
が
属
類
、
必
に
違
き
た
て
ま
つ
る
者
有
ら
じ
。
今
将
に
録
徳
ひ
な
む
。
唯
残

し
き
賊
者
有
り
。
一
を
ば
鼻
垂
と
日
ふ
。
妄
に
名
妓
を
似
り
て
、
山
谷
に
響
ひ
聚
り
て
、
菟
狭
の
川
上
に
屯
結
め
り
。
二
を
ば
耳
垂
と

日
ふ
。
残
ひ
賊
り
、
貪
り
嬰
き
て
、
ｉ
人
民
を
略
む
。
是
御
木
（
木
此
を
ば
開
と
云
ふ
）
の
川
上
に
居
り
。
三
を
ば
麻
剥
と
日
ふ
。
潜
に

徒
党
を
聚
め
て
、
高
羽
の
川
上
に
居
り
。
四
を
ば
土
折
猪
折
と
日
ふ
。
緑
野
の
川
上
に
隠
れ
住
り
て
、
萄
山
川
の
険
し
き
を
侍
み
て
、
多
に

人
民
を
掠
む
。
是
の
四
人
は
、
其
の
櫨
る
所
並
に
要
害
の
地
と
な
り
。
故
、
各
春
属
を
領
ひ
て
、
一
處
の
長
と
烏
る
。
皆
日
は
く
、
「
皇
命

に
従
は
じ
」
と
い
ふ
。
願
は
く
は
急
に
撃
ち
た
ま
へ
。
な
失
ひ
た
ま
ひ
そ
」
と
ま
う
す
。
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た
け
も
ろ
き
　
　
　
　
　
あ
さ
は
ぎ
　
　
　
を
こ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ぬ
　
は
か
ま
　
　
く
さ
ぐ
さ
　
め
づ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
ろ

是
に
、
武
諸
木
等
、
先
づ
麻
剥
が
徒
を
誘
る
。
価
り
て
赤
き
衣
・
揮
及
び
種
種
の
奇
し
き
物
を
賜
ひ
て
、
兼
ね
て
服
は
ざ
る
三
人
を
梅
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
ま
う
け
　
　
ふ
つ
く
　
　
　
　
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
で
ま
　
　
　
と
よ
の
く
に
の
み
ち
の
く
ち
の
く
に
な
が
を
あ
が
た
　
　
　
　
　
　
か
り
み
や

し
む
。
乃
ち
己
が
衆
を
率
て
参
来
り
。
悉
に
捕
へ
て
誄
し
つ
。
天
皇
、
遂
に
筑
紫
に
幸
し
て
、
豊
前
國
の
長
峡
餌
に
到
り
て
、
行
宮

　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
づ
　
　
み
や
こ

を
興
て
て
居
し
ま
す
。
故
、
其
の
處
を
観
け
て
京
と
日
ふ
。
」

師
　
〔
豊
後
国
風
土
記
〕
　
○
総
記

　
　
「
豊
後
の
國
は
、
本
、
豊
前
の
國
と
合
せ
て
一
つ
の
國
た
り
き
。
昔
者
、
纒
向
の
日
代
の
宮
に
御
宇
し
め
し
し
大
足
彦
の
天
皇
、

豊
國
直
等
が
祖
、
菟
名
手
に
詔
し
た
ま
ひ
て
、
豊
國
を
治
め
し
め
た
ま
ひ
し
に
、
豊
前
の
國
仲
津
の
郡
の
中
臣
の
村
に
、
往
き
到
り
き
。

時
に
、
日
晩
れ
て
僑
宿
り
き
。
明
く
る
日
の
昧
爽
に
、
忽
ち
に
白
き
鳥
あ
り
、
北
よ
り
飛
び
来
た
り
て
、
此
の
村
に
翔
り
集
ひ
き
。
菟
名
手
、

即
て
僕
者
に
勒
せ
て
、
其
の
鳥
を
看
し
む
る
に
、
鳥
、
餅
と
化
焉
り
、
片
時
が
間
に
、
更
に
、
芋
草
数
千
許
株
と
化
り
き
。
花
と
葉
と
、
冬

も
柴
え
き
。
菟
名
手
、
見
て
異
し
と
烏
ひ
、
歓
喜
び
て
云
ひ
し
く
、
「
化
生
り
し
芋
は
、
未
曾
よ
り
見
し
こ
と
あ
ら
ず
。
賞
に
至
徳
の
感
、

乾
坤
の
瑞
な
り
」
と
い
ひ
て
、
既
に
し
て
朝
庭
に
参
上
り
て
、
状
を
皐
げ
て
奏
聞
し
き
。
天
皇
、
こ
こ
に
歓
喜
び
有
し
て
、
即
ち
、
菟
名

手
に
勅
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
天
の
瑞
物
、
地
の
豊
草
な
り
。
汝
が
治
む
る
國
は
、
豊
国
と
謂
ふ
べ
し
」
と
の
り
た
ま
ひ
、
重
ね
て
姓
を
賜
ひ

て
、
豊
国
直
と
い
ふ
。
因
り
て
豊
国
と
い
ふ
。
後
、
両
つ
の
國
に
分
ち
て
、
豊
後
の
國
を
名
と
稿
せ
り
。
」

ａ
　
景
行
天
皇
の
御
名
を
書
紀
に
お
い
て
は
「
大
足
彦
忍
代
別
天
皇
」
と
さ
れ
、
風
土
記
に
お
い
て
は
「
大
足
彦
天
皇
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
～

　
タ
ラ
シ
（
足
）
が
、
古
事
記
に
お
い
て
は
「
大
帯
日
子
」
と
「
帯
」
の
宇
を
用
い
て
い
る
。
タ
ラ
シ
が
尊
号
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

　
す
で
に
先
人
の
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
私
は
こ
れ
を
、
「
忍
代
別
」
の
「
別
」
　
（
ワ
ク
・
ワ
ケ
）
と
同
様
に
、
朝
鮮
語
に

　
よ
っ
て
理
解
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
「
別
」
　
（
ワ
ク
・
ワ
ケ
）
が
朝
鮮
語
の
W
a
n
g
＝
　
「
王
」
の
音
写
と
い
う
こ
と
に
異
存
あ
る
者
は
居
る
ま
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
同
じ
く
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タ
ラ
シ
も
ま
た
朝
鮮
語
の
T
a
n
g
w
r
a
t
h
a
＝
　
「
そ
び
え
立
っ
て
高
い
」
の
音
写
な
の
で
は
な
い
か
。
「
天
皇
」
の
尊
号
に
ふ
さ
わ
し
い
と

　
思
う
。

ｂ
　
書
紀
と
風
土
記
と
の
両
書
に
出
て
く
る
「
菟
名
手
」
の
名
も
ま
た
、
こ
れ
を
朝
鮮
語
で
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て

　
こ
そ
「
菟
名
手
」
と
い
う
名
の
実
体
が
浮
か
ん
で
く
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
い
わ
い
に
、
ウ
ナ
テ
が
、
書
紀
の
な
か
に
幾
ケ
所
も
記
さ
れ
て

　
い
る
。
－
そ
れ
は
人
名
と
し
て
で
は
な
く
て
「
大
溝
」
と
記
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
が
ー
。
代
表
的
な
事
例
と
し
て
、
つ
ぎ
の
二
例
を
あ

　
げ
て
お
く
。

　
○
神
功
皇
后
　
撮
敵
前
紀
（
仲
哀
天
皇
九
年
四
月
－
九
月
）
　
（
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
）
　
　
「
既
に
し
て
皇
后
、
則
ち
神
の
教
の
験

　
有
る
こ
と
を
識
し
め
し
て
、
更
に
神
祇
に
祭
り
祀
り
て
、
躬
ら
西
を
征
ち
た
ま
は
む
と
欲
す
。
爰
に
神
田
を
定
め
て
佃
る
。
時
に
、
傷
の

　
河
の
水
を
引
せ
て
、
神
田
に
潤
け
む
と
欲
し
て
、
溝
を
掘
る
。
迪
驚
岡
に
及
る
に
、
大
磐
塞
り
て
、
溝
を
穿
す
こ
と
を
得
ず
。
皇
后
、
武

　
内
宿
禰
を
召
し
て
、
剣
鏡
を
捧
げ
て
、
神
祇
を
祷
祈
り
ま
さ
し
め
て
、
溝
を
通
さ
む
こ
と
を
求
む
。
則
ち
当
時
に
雷
電
霖
震
し
て
、
其
の

　
磐
を
蹴
み
裂
き
て
、
水
を
通
さ
し
む
。
故
、
時
人
、
其
の
溝
を
号
け
て
裂
田
溝
と
日
ふ
。
」

　
○
仁
徳
天
皇
　
十
三
年
十
月
－
十
七
年
九
月
（
同
書
に
よ
る
）
　
　
「
十
四
年
の
冬
十
一
月
に
、
猪
甘
津
に
橋
渡
す
。
即
ち
其
の
処
を
号
け

　
て
、
小
橋
と
日
ふ
。
是
歳
、
大
道
を
京
の
中
に
作
る
。
南
の
門
よ
り
直
に
指
し
て
、
丹
比
邑
に
至
る
。
又
大
溝
を
感
玖
に
掘
る
。
乃
ち
石

　
河
の
水
を
引
き
て
、
上
鈴
鹿
・
下
鈴
鹿
・
上
豊
浦
・
下
豊
浦
、
四
処
の
郊
原
に
潤
け
て
、
墾
り
て
四
方
余
頃
の
田
を
得
た
り
。
故
、
其
の

　
処
の
百
姓
、
寛
に
饒
ひ
て
、
凶
年
之
患
無
し
。
」

　
　
神
功
紀
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
筑
前
国
・
筑
紫
郡
内
の
（
旧
那
珂
郡
）
辿
驚
岡
の
こ
と
と
し
て
、
吉
田
東
伍
博
士
「
大
日
本
地
名
辞
書
」

　
所
引
の
「
続
風
土
記
」
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
裂
田
ノ
溝
あ
り
、
雷
の
と
ど
ろ
き
落
ち
て
溝
を
開
き
し
所
な
れ
ば
、
と
ど

　
ろ
き
の
岡
と
名
付
け
し
こ
と
神
功
后
紀
に
見
え
た
り
：
：
其
掘
た
る
大
溝
は
岸
よ
り
水
面
ま
で
所
に
よ
り
五
六
間
四
五
間
、
水
の
深
さ
二

　
尺
五
寸
或
は
二
尺
ほ
ど
あ
り
、
溝
の
広
さ
一
間
半
或
は
二
間
あ
り
、
広
く
深
く
し
て
且
つ
長
く
、
人
力
の
容
易
く
及
ぶ
所
に
非
ず
、
是
ら
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み
な
神
功
皇
后
の
時
掘
ら
せ
玉
へ
る
な
る
べ
し
。
」

　
つ
ぎ
に
仁
徳
紀
の
「
大
溝
」
は
、
大
阪
府
羽
曳
野
市
に
の
こ
る
「
古
市
大
溝
」
だ
と
さ
れ
る
。
「
五
～
六
世
紀
に
造
ら
れ
た
最
古
の
運

河
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
「
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
」
2
4
号
に
よ
る
と
、
「
同
大
満
は
、
古
墳
築
造
の
物
資
運
搬
と
か
、
農
業
用
水
路
と
し

て
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
巾
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
現
存
し
て
い
る
延
長
は
二
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
当
時
は
数
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
深
さ
は
五
～
七
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
」
と
。

　
ウ
テ
ナ
が
右
の
よ
う
に
「
天
満
」
の
謂
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
書
紀
・
風
士
記
に
み
え
る
人
名
「
菟
名
手
」
の
実
像
が
見
え
て
く
る
。
ウ

ナ
テ
は
、
朝
鮮
語
の
ｕ
：
ｎ
ｈ
ａ
．
ｔ
ｓ
ｅ
＝
運
河
堤
の
音
写
と
考
え
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
の
「
神
功
皇
后
と
武
内
宿
祢
と
の
関
係
」
に
似
た
語
と
し
て
、
琵
琶
湖
北
の
余
呉
ノ
湖
の
干
拓
、
ま
た
甲
府
盆
地
の
話

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
阿
蘇
明
神
が
盆
地
を
蹴
り
ひ
ら
い
た
話
も
あ
る
（
吉
田
東
伍
博
士
「
大
日
本
地
名
辞
書
」
参
照
）
。
当
地
で
は
、
大

分
川
源
流
の
由
布
院
盆
地
に
「
ウ
ナ
ギ
姫
と
、
蹴
裂
権
現
と
」
の
伝
説
が
存
し
て
い
る
。
由
布
院
盆
地
は
も
と
湖
で
あ
っ
た
の
を
、
ウ
ナ

ギ
姫
が
権
現
に
命
じ
て
、
そ
の
一
角
を
蹴
裂
か
せ
、
大
分
川
に
流
れ
さ
せ
た
と
い
い
、
い
ま
盆
地
の
西
南
端
に
権
現
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

数
百
メ
ー
ト
ル
の
河
道
が
ま
っ
す
ぐ
に
掘
り
拓
か
れ
て
お
り
、
た
し
か
に
大
溝
を
想
わ
せ
る
広
さ
・
深
さ
を
思
わ
せ
る
。
ウ
ナ
ギ
姫
の
ウ

ナ
ギ
と
は
、
朝
鮮
語
で
の
（
§
ｌ
ｏ
呂
巴
）
＝
　
「
留
池
」
の
義
の
音
写
か
と
思
わ
れ
る
が
、
あ
る
い
は
ま
た
（
ロ
‥
コ
ー
・
ｒ
‥
）
＝
　
「
運
河
・

川
」
の
義
で
あ
ろ
う
か
と
も
思
わ
れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
ウ
ナ
デ
神
社
が
あ
る
。
一
言
ふ
れ
た
い
。

豊
後
・
速
見
郡
の
山
香
町
の
南
端
（
日
出
町
と
の
境
域
）
に
「
常
堤
水
神
社
」
が
あ
る
。
八
坂
川
本
流
の
水
源
で
あ
る
。
祭
り
に
は
、
山

香
町
・
日
出
町
お
よ
び
杵
築
市
の
一
部
か
ら
「
井
手
係
り
が
集
ま
っ
て
、
そ
の
水
を
汲
ん
で
帰
る
」
　
（
「
山
香
町
誌
」
）
と
の
こ
と
。
こ

こ
に
も
水
路
の
清
水
と
の
関
連
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
著
名
な
も
の
と
し
て
は
、
大
阪
の
住
吉
神
社
の
祭
礼
に
、
畝
傍
山
口
神
社
に
「
埴
採
り
」
に
行
く
神
事
が
あ
り
、
そ
の
途
中
で
雲
名
梯
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神
社
に
て
身
を
浄
め
、
装
束
を
着
か
え
る
と
さ
れ
て
い
る
（
西
本
泰
「
住
吉
神
社
」
）
。
こ
こ
に
も
清
水
と
の
関
係
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

ｃ
　
景
行
天
皇
だ
け
で
な
く
、
菟
名
手
の
名
が
、
朝
鮮
語
で
理
解
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
に
ウ
テ
ナ
が
単
な
る

　
人
名
で
は
な
く
、
そ
の
実
体
が
「
大
溝
」
　
（
朝
鮮
語
で
の
「
運
河
堤
」
の
義
の
音
写
）
を
意
味
す
る
も
の
だ
と
す
る
と
、
書
紀
に
み
え
る

　
他
の
二
人
の
武
将
、
武
ノ
諸
木
（
多
の
臣
の
祖
）
・
夏
花
（
物
部
君
の
祖
）
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
朝
鮮
語
で
の
理
解
を
試
み
る
必
要
が

　
あ
ろ
う
。
「
武
」
　
（
タ
ケ
）
が
朝
鮮
語
（
｛
恥
｝
＝
　
「
竜
神
」
の
音
写
で
あ
る
こ
と
、
山
名
の
嶽
・
岳
、
人
名
の
武
、
ま
た
竹
（
鞍
馬
の
竹

　
伐
り
の
神
事
あ
り
）
な
ど
が
、
こ
の
｛
恥
　
（
竜
神
）
を
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
は
学
界
の
常
識
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
当
然

　
こ
の
試
み
が
な
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
　
こ
の
ば
あ
い
、
モ
ロ
キ
（
諸
木
）
と
は
、
朝
鮮
語
｛
ョ
巳
・
ｉ
｝
）
＝
　
「
水
路
」
の
音
写
で
あ
ろ
う
。
「
武
ノ
諸
木
」
と
は
「
蛇
神
の
作
っ

　
た
水
路
」
と
い
う
意
味
と
な
り
、
こ
れ
で
ウ
ナ
デ
（
大
溝
、
運
河
）
と
の
釣
合
い
が
と
れ
る
。
そ
の
伝
で
い
く
と
、
ナ
ツ
・
ハ
ナ
と
は

　
（
ｉ
｛
｝
＝
　
「
ナ
タ
・
鎌
」
と
、
（
Ｉ
コ
９
１
）
＝
　
「
カ
メ
・
ツ
ボ
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
名
は
「
物
部
ノ
君
の
祖
」
と
さ
れ
て

　
い
る
に
相
応
わ
し
い
と
思
う
。
製
鉄
業
や
窯
業
な
ど
に
か
か
わ
る
技
術
工
人
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
畑
井
弘
氏
「
物
部
氏
の
伝

　
承
」
、
ま
た
拙
稿
「
国
東
半
島
の
地
位
」
大
分
大
学
・
教
育
学
部
刊
「
国
東
半
島
」
所
収
、
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

　
　
そ
し
て
、
前
者
（
武
ノ
諸
木
）
の
「
蛇
神
の
水
路
」
に
つ
い
て
は
、
時
代
が
下
っ
て
平
安
末
期
、
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
の
こ
と
と

　
し
て
、
宇
佐
大
宮
司
が
、
あ
る
時
「
夢
に
お
告
げ
が
あ
り
」
「
白
蛇
の
通
っ
た
あ
と
を
辿
れ
ば
水
路
が
で
き
る
」
と
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
そ
の
あ
と
を
辿
り
、
今
日
の
平
田
井
路
の
も
と
が
作
ら
れ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
（
「
大
宇
佐
郡
史
論
」
）
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
神
話
の

　
再
生
と
よ
ば
れ
る
も
の
、
書
紀
に
み
え
る
「
武
ノ
諸
木
」
の
伝
承
が
、
の
ち
大
宮
司
公
通
に
く
っ
つ
い
て
変
身
し
、
再
生
し
た
も
の
で
あ

　
る
。
「
物
部
君
の
祖
、
夏
花
」
に
つ
い
て
は
、
今
日
、
大
分
・
福
岡
県
境
の
豊
前
・
山
国
川
の
上
流
に
、
「
物
部
」
・
「
井
福
」
・
「
金

　
吉
」
の
地
名
も
あ
り
、
採
鉱
あ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
対
岸
（
西
）
に
は
近
年
ま
で
「
草
本
金
山
」
が
活
動
し
て
い
た
。
書
紀
に
お
け
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る
「
一
所
之
長
」
の
「
耳
垂
」
の
蛎
居
し
て
い
た
地
方
で
も
あ
る
。

　
さ
て
こ
う
な
る
と
、
書
紀
に
み
え
る
（
天
皇
方
）
三
人
の
武
将
た
ち
の
名
前
は
、
こ
れ
を
朝
鮮
語
に
よ
っ
て
た
ず
ね
る
と
き
、
　
山

現
在
の
舟
運
等
の
運
河
の
用
を
は
た
し
て
い
る
ウ
ナ
デ
、
　
圀
　
井
路
・
用
水
路
た
る
モ
ロ
キ
、
さ
ら
に
、
㈹
　
農
業
に
必
要
な
ナ
タ

（
鎌
）
と
ツ
ボ
・
カ
メ
を
示
す
ナ
ツ
・
ハ
ナ
、
こ
れ
ら
三
人
の
実
像
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
結
論
を
出
す
ま
え
に
、
も
う
少
し
先
を
考
え
て
み
た
い
。

㈹
　
（
豊
前
）
一
国
の
魁
師
、
神
夏
磯
媛

　
さ
き
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
書
紀
で
は
、
景
行
天
皇
が
周
防
の
沙
婆
ノ
津
ま
で
来
た
と
き
、
南
方
を
望
む
と
、
海
を
越
え
て
向
う
に
煙
の

立
つ
の
が
見
え
た
。
そ
こ
で
、
武
ノ
諸
木
・
菟
名
手
・
夏
花
を
し
て
様
子
を
見
さ
せ
た
。

　
こ
こ
に
女
人
あ
り
、
神
夏
磯
媛
。
一
国
の
魁
師
で
あ
る
。
賢
木
に
、
八
握
ノ
剣
・
八
閲
ノ
鏡
・
八
尺
瓊
を
か
け
、
素
幡
を
舟
の
舶
に
立
て

て
参
向
し
、
帰
順
の
意
を
表
し
た
。

　
①
　
姫
の
名
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
　
印
「
神
」
字
を
用
い
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
は
天
皇
の
名
に
お
い
て
さ
え
、
神
武
・
崇
神
・
応
神
、

ま
た
神
功
皇
后
な
ど
、
ご
く
少
数
に
限
ら
れ
て
い
る
。
皇
子
に
お
い
て
も
景
行
の
皇
子
神
櫛
皇
子
な
ど
で
あ
る
。
い
わ
ん
や
敵
方
の
地
方
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丿

長
に
「
神
」
宇
が
用
い
ら
れ
る
な
ど
、
ま
っ
た
く
例
外
で
あ
る
。
　
１
１
１
１
「
夏
磯
媛
」
　
（
カ
シ
ヒ
メ
）
の
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
神
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
じ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

天
皇
の
征
戦
記
事
に
は
「
伽
辞
離
」
の
呪
術
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
天
神
地
祇
を
祭
っ
て
、
人
を
呪
組
す
る
を
云
う
。
神
功
皇
后

は
朝
鮮
へ
の
出
兵
で
、
橿
日
で
神
託
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
神
武
の
即
位
が
橿
原
（
カ
シ
・
ハ
ラ
）
で
行
な
わ
れ
、
神
功
の
神
託
は
カ
シ
・

イ
で
あ
る
。
カ
シ
と
は
、
伽
辞
離
（
カ
ジ
リ
）
か
ら
の
略
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
「
神
」
字
の
つ
い
た
夏
磯
媛
（
カ
シ
・
ヒ
メ
）
と
い
う

の
は
、
神
功
皇
后
の
よ
う
な
、
カ
ジ
リ
の
女
王
と
い
う
意
味
に
相
違
な
い
。

　
②
　
だ
か
ら
姫
を
「
一
国
之
魁
師
」
と
し
て
、
他
の
賊
長
た
ち
を
、
二
所
之
長
」
だ
ち
と
す
る
者
の
上
位
に
お
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

-
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他
の
地
の
首
長
た
ち
が
「
土
蜘
蛛
」
と
蔑
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
表
現
に
格
段
の
差
が
あ
る
。
他
に
は
、
た
だ
南
九
州
の

主
魁
と
さ
れ
た
熊
襲
タ
ケ
ル
だ
け
が
、
「
渠
師
」
あ
る
い
は
「
魁
師
」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
神
夏
磯
媛
を
、
豊
前
連
合
王
国
の

長
た
る
カ
ジ
リ
の
女
王
と
し
て
、
神
の
字
を
も
っ
て
尊
称
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
③
　
媛
の
奉
献
し
た
剣
・
鏡
・
玉
（
こ
れ
は
祭
祀
権
の
献
上
、
す
な
わ
ち
政
権
の
捧
呈
、
帰
順
を
意
味
す
る
）
の
う
ち
、
他
の
例
と
異
な

っ
て
「
八
明
鏡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ハ
明
鏡
は
、
天
皇
位
の
し
る
し
と
さ
れ
る
宝
鏡
（
白
銅
鏡
）
に
対
す
る
特

殊
の
呼
称
で
あ
り
、
そ
れ
が
此
所
に
の
み
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三

種
の
神
器
の
Ｉ
た
る
ハ
明
鏡
、
そ
れ
に
つ
い
て
福
永
光
司
氏
は
「
内
行
花

文
鏡
」
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
（
「
道
教
と
日
本
分
化
」
）
。
と
こ
ろ
が
、

の
ち
の
宇
佐
ハ
幡
宮
の
放
生
会
に
、
遠
賀
川
域
の
香
春
銅
山
で
作
ら
れ
た

銅
鏡
が
、
古
宮
ハ
幡
宮
か
ら
奉
納
さ
れ
る
。
こ
の
神
鏡
も
、
同
じ
く
内
行

花
文
鏡
な
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
神
夏
磯
媛
の
捧
呈
し
た
「
八
明
鏡
」

と
も
同
鏡
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
一
文
、
ま
こ
と
に
驚
く
べ
き
こ
と

と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
大
胆
な
推
測
を
す
れ
ば
、
天
孫
降
臨
の
ハ
明
鏡
、
伊
勢
神
宮
の
宝
鏡
、

そ
し
て
書
紀
で
卑
弥
呼
に
擬
せ
ら
れ
る
神
功
皇
后
を
ま
つ
っ
た
宇
佐
神
宮

へ
の
宝
鏡
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
こ
そ
が
、
卑
弥
呼
に
た
ま
わ
っ
た
魏
か
ら
の
鏡
に
比
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
和
製
の
三

角
縁
神
獣
鏡
と
は
、
全
く
そ
の
質
的
価
値
が
異
な
る
と
さ
れ
よ
う
。
こ
の
こ
と
、
あ
ら
た
め
て
一
考
を
要
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ば
　
　
　
　
　
　
●
●

　
④
　
景
行
天
皇
が
、
娑
婆
ノ
津
か
ら
南
を
望
ん
で
、
「
南
方
に
炳
の
立
つ
の
が
見
え
る
」
と
仰
せ
ら
れ
、
そ
し
て
神
夏
磯
媛
（
じ
つ
は
豊
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前
一
国
の
長
）
が
、
北
上
し
て
帰
順
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
豊
前
の
山
々
に
こ
も
る
賊
長
た
ち
を
平
げ
た
の
ち
、
娑

婆
ノ
津
か
ら
海
を
わ
た
っ
て
京
都
郡
に
上
陸
さ
れ
た
、
の
で
あ

る
。

　
右
の
二
つ
の
方
向
に
つ
い
て
、
と
く
に
考
う
べ
き
こ
と
が
あ

る
。
　
一
つ
は
「
天
子
、
南
面
す
」
の
思
想
的
表
現
で
あ
る
。
豊
前
の

東
端
宇
佐
郡
で
は
あ
る
が
、
そ
の
御
許
山
は
真
南
か
ら
約
十
度
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
「
南
」
と
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
郡
境
（
国

東
半
島
の
つ
け
根
）
の
華
が
岳
、
お
よ
び
西
叡
山
が
真
南
で
あ
る

が
、
た
し
か
に
、
こ
れ
ら
の
山
々
は
み
な
、
周
防
か
ら
遠
望
で
き

る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
表
現
は
、
「
天
子
南
面
」
と

　
「
臣
従
の
礼
」
と
を
表
わ
し
た
も
の
と
云
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
次
で
、
天
皇
が
西
南
三
十
度
に
京
都
郡
に
上
陸
し
た
こ
と
は
、

天
皇
が
、
「
日
の
御
子
」
で
あ
る
こ
と
の
表
現
で
あ
る
。
（
「
天

道
線
の
図
」
参
照
）
こ
の
線
を
の
ば
す
と
、
香
春
を
す
ぎ
「
天

道
」
の
地
を
す
ぎ
、
背
振
山
ま
で
と
ど
く
。
そ
し
て
こ
の
「
天

道
」
は
ま
た
英
彦
山
か
ら
西
北
三
十
度
の
線
と
の
交
点
に
な
る
。

し
か
も
娑
婆
ノ
津
の
す
ぐ
西
南
三
十
度
は
「
日
地
」
の
地
な
の
で

９－-



あ
る
。
西
南
三
十
度
を
逆
に
み
れ
ば
東
北
に
三
十
度
の
線
で
あ
る
ー
夏
至
の
「
日
の
出
」
の
線
と
、
冬
至
の
「
日
の
入
」
の
線
に
な
る
ー
太

陽
王
で
あ
る
天
皇
の
行
動
が
天
道
の
線
で
示
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
天
皇
の
カ
リ
ス
マ
性
の
表
現
に
他
な
ら
な
い
。

㈲
　
（
豊
前
）
山
中
の
「
一
所
之
長
」
た
ち

　
　
（
豊
前
）
　
一
国
の
魁
師
た
る
神
夏
磯
媛
が
帰
順
し
て
、
残
る
は
山
中
（
川
上
）
に
蕃
居
す
る
四
ケ
所
の
「
長
」
た
ち
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ら
し
　
　
　
　
　
　
・
・

　
一
は
宇
佐
川
上
の
「
鼻
垂
」
　
（
妄
に
名
号
を
仮
る
、
と
記
さ
れ
る
）

　
二
は
御
木
川
（
い
ま
の
山
国
川
）
の
「
耳
垂
」
　
（
こ
れ
も
垂
）

　
三
は
高
羽
（
い
ま
の
田
川
郡
）
の
川
上
に
居
る
「
麻
剥
」

　
四
は
緑
野
の
川
上
（
い
ま
の
紫
川
と
さ
れ
る
）
の
「
土
折
猪
折
」

　
印
　
こ
れ
ら
四
所
の
「
長
」
た
ち
の
名
が
、
蔑
称
を
も
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
他
の
ば
あ
い
と
同
様
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
が
如

何
な
る
意
味
を
も
つ
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
一
向
に
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。

　
茲
に
、
大
胆
な
試
み
で
あ
る
が
、
天
皇
方
の
三
人
の
武
将
た
ち
の
名
前
と
同
じ
よ
う
に
朝
鮮
語
で
考
え
た
ら
ど
う
な
る
か
、
に
つ
い
て
私

見
を
述
べ
て
み
た
い
。
た
だ
蔑
称
と
い
う
だ
け
で
は
、
こ
れ
ら
の
名
前
の
本
当
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
全
く
分
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
菟

名
手
や
諸
木
ら
の
名
が
朝
鮮
語
で
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
く
思
い
も
し
な
か
っ
た
知
見
が
開
か
れ
た
と
同
様
に
、
こ
れ
ら
四
人
の

名
も
ま
た
朝
鮮
語
で
、
新
し
い
知
見
が
開
か
れ
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
宇
佐
川
上
の
「
鼻
垂
」
、
山
国
川
上
の
「
耳
垂
」
、
ど
ち
ら
も
見
え
る
「
垂
」
の
宇
が
、
天
皇
の
尊
号
と
同
じ
く
「
タ
ラ
シ
」
だ
と
い
う

こ
と
は
、
書
紀
自
身
が
記
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
問
題
は
「
鼻
」
と
「
耳
」
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
思
い
出
す
の
は
、
古
事
記
に
、
ス
サ
ノ
ヲ
神
が
大
ゲ
ツ
姫
を
殺
し
た
と
き
そ
の
身
体
か
ら
穀
物
が
生
っ
た
、
と
い
う
記
事
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
、
書
紀
で
ウ
ケ
モ
チ
の
神
の
死
体
か
ら
牛
馬
や
穀
物
が
生
ま
れ
た
と
い
う
記
事
が
、
う
ま
く
朝
鮮
語
と
対
応
し
て
い
る
の
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と
比
べ
て
、
古
事
記
の
ほ
う
は
必
ず
し
も
う
ま
く
い
っ
て
な
い
。
し
か
し
、
右
の
こ
と
は
参
考
に
な
り
得
る
。

　
さ
て
「
鼻
」
と
い
う
の
は
（
ｇ
ｏ
）
で
あ
り
、
「
耳
」
と
い
う
の
は
（
尽
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
三
の
「
麻
剥
」
と
い
う
の
は
s
a
m
‐
k
u
t
で
あ

り
、
（
ｒ
｛
｝
に
は
「
抗
・
穴
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
（
ｓ
ｓ
）
に
よ
く
似
た
音
の
語
を
さ
が
せ
ば
、
（
Ｓ
‥
）
＝
砂
、
(
s
o
i
)
＝
鉄
、

（
ａ
ｓ
）
＝
丹
な
ど
が
あ
る
。
（
ざ
｛
｝
を
抗
穴
と
し
て
、
Ｓ
０
１
＝
鉄
あ
る
い
は
ｇ
∃
＝
丹
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
う
と
す
れ
ば
、
「
鼻
」
の
ｇ
ｏ
に
似
た
も
の
と
し
て
(
k
h
e
d
a
)
＝
　
「
掘
る
・
明
か
す
」
が
あ
り
、
「
耳
」
の
尽
に
は
似
た
も
の
に

（
ｒ
ａ
）
＝
　
「
腹
這
う
、
這
う
」
が
あ
る
。
「
鼻
」
・
「
耳
」
が
抗
穴
を
「
掘
る
」
と
い
う
こ
と
に
類
音
が
あ
り
、
「
麻
剥
」
が
鉄
あ
る
い
は

丹
の
抗
穴
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
み
な
鉱
山
採
掘
（
山
師
）
の
表
現
に
他
な
ら
な
い
。

　
と
す
れ
ば
「
土
折
猪
折
」
と
は
何
か
。
土
や
猪
が
蔑
称
の
文
字
だ
と
し
て
、
折
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
日
本
語
の
発
音
で
も
、
オ
ル
は
、
ホ

ル
に
よ
く
似
て
い
る
。
「
折
」
が
「
掘
」
の
類
音
だ
と
考
え
れ
ば
、
じ
つ
は
よ
く
分
か
る
こ
と
に
な
る
。
「
土
」
　
（
ツ
チ
）
は
（
訂
コ
｀
）
で
あ

り
、
こ
れ
は
（
ｇ
ｓ
）
＝
　
「
丹
」
、
ま
た
（
｛
ｏ
ｇ
｝
＝
銅
、
と
き
わ
め
て
よ
く
似
る
。
「
猪
」
　
（
チ
ョ
）
は
t
h
a
u
l
　
（
鉄
）
と
似
た
類
音
で

あ
る
。

　
右
の
四
人
の
名
前
、
い
ず
れ
も
鉱
穴
、
ま
た
丹
・
鉄
・
銅
な
ど
と
類
音
す
る
人
名
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
し
か
も
豊
前
の
こ
れ

ら
の
地
方
、
川
上
に
は
、
香
春
銅
山
だ
け
で
な
く
、
佐
井
川
　
(
s
o
i
の
音
写
）
、
大
人
（
人
は
丹
生
）
、
赤
（
砂
鉄
・
酸
化
鉄
か
）
な
ど
の
地

名
が
あ
る
。
山
国
川
上
流
に
は
「
伊
福
」
　
（
息
吹
）
　
・
「
金
吉
」
の
地
名
の
ほ
か
、
草
本
金
山
ま
で
あ
る
。
こ
の
地
方
一
帯
す
べ
て
有
数
な

鉱
山
地
帯
な
の
で
あ
る
。

　
圀
　
最
後
に
、
「
武
諸
木
ら
、
ま
ず
麻
剥
が
徒
を
誘
る
。
男
り
て
、
赤
き
衣
・
揮
及
び
種
々
の
奇
し
き
物
を
賜
ひ
て
、
兼
ね
て
服
は
ざ
る

三
人
を
梅
さ
し
む
」
と
い
う
記
事
の
こ
と
が
あ
る
。

　
こ
れ
は
古
く
は
「
魏
志
倭
人
伝
」
に
も
み
え
る
よ
う
な
「
丹
朱
を
身
体
に
塗
る
」
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
丹
朱
」
に
対
す

る
信
仰
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
播
磨
風
土
記
」
　
（
逸
文
）
に
注
目
す
べ
き
記
事
が
あ
る
。
「
息
長
帯
日
女
尊
、
新
羅
の
国
を
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平
げ
む
と
思
し
て
」
　
「
此
に
赤
土
を
出
し
賜
ひ
き
、
そ
の
土
を
天
ノ
逆
柿
に
塗
り
て
神
舟
の
櫨
舶
に
建
て
、
又
御
舟
の
裳
と
御
軍
の
着
衣
を

染
め
」
渡
海
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
別
府
市
浜
脇
の
古
社
た
る
住
吉
宮
の
扁
額
に
、
ホ
Ｊ
ア
ン
エ
イ
の
彩
色
画
が
あ
る
。
船
首
に
立
つ
裸
者
が
、
赤
い
揮
と
赤
い
羽
織
（
肩
回

し
）
を
つ
け
て
い
る
様
子
は
、
右
の
神
功
皇
后
・
渡
海
の
故
事
を
偲
ば
せ
る
。

　
ま
た
豊
後
水
道
域
の
佐
伯
地
方
に
は
、
最
近
ま
で
漁
民
の
習
俗
と
し
て
、
中
学
生
の
男
子
に
、
伯
母
か
ら
「
赤
ベ
コ
渡
し
」
の
行
事
（
ヘ

コ
は
揮
の
こ
と
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「
卑
弥
呼
」
に
詳
記
し
た
。

　
こ
う
い
う
海
士
た
ち
が
、
山
に
入
っ
て
は
渡
航
の
伐
木
や
採
鉱
の
業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
は
、
歴
史
時
代
（
源
平
争
覇
の
こ
ろ
）
、
豊

後
の
大
神
氏
一
族
、
こ
と
に
緒
方
惟
栄
ら
の
活
動
に
も
見
ら
れ
る
。

　
そ
う
い
う
眼
で
み
れ
ば
、
書
紀
の
、
川
上
の
「
四
所
の
長
」
た
ち
は
海
人
族
た
ち
を
ふ
く
め
た
、
採
鉱
に
従
事
し
て
い
た
山
人
族
た
ち
の

長
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
考
え
る
と
、
天
皇
方
か
ら
「
赤
い
衣
・
揮
な
ど
」
賜
わ
っ
た
、
と
い
う
一
文
は
、
じ
つ
は
少
な
く
と
も
和
睦
の
意
思

を
示
し
た
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
「
捕
え
た
」
と
い
う
の
は
、
明
ら
か
に
一
流
の
詐
術
で
あ
る
。
書
紀
は
、
こ
れ
を
し
も
な
お
、
天
皇

の
カ
リ
ス
マ
性
の
一
表
現
と
し
て
、
誇
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
三
、
芋
の
花
が
冬
に
咲
く
、
瑞
祥
（
豊
後
風
土
記
）

　
書
紀
に
お
け
る
、
景
行
の
豊
前
進
攻
に
つ
い
て
、
長
々
と
述
べ
て
き
た
。
こ
の
さ
い
、
人
名
の
理
解
を
、
朝
鮮
語
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
一
文
の
内
容
が
ま
っ
た
く
新
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
新
し
い
知
見
が
ひ
ら
け
た
。

　
一
は
水
田
農
業
に
お
け
る
運
河
・
水
路
や
、
鎌
・
ツ
ボ
な
ど
の
技
術
を
さ
し
、
一
は
銅
・
鉄
・
丹
朱
な
ど
の
鉱
山
（
採
鉱
・
冶
金
）
の
技
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術
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
右
の
新
知
見
が
、
は
た
し
て
風
土
記
の
地
名
説
話
（
瑞
祥
）
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
結
び
つ
く
の
か
。
単
な
る
荒
唐
の
物
語
り
、
説
話
と

は
思
わ
れ
な
い
（
と
い
う
私
の
思
い
）
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
さ
ら
に
、
風
土
記
の
文
を
も
ま
た
、
朝
鮮
語
を
媒
介
し
て
考
え
る
と
ど
う
な
る
か
。
こ
の
点
を
、
あ
ら
た
め
て
問
い
直
す
（
試
み

て
み
る
）
必
要
が
あ
ろ
う
。
じ
つ
に
幸
い
な
こ
と
に
、
「
大
分
の
朝
鮮
文
化
を
守
る
会
」
の
吉
川
敬
三
郎
氏
に
、
半
島
で
の
体
験
と
知
識
と

か
ら
、
大
変
な
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

　
「
サ
ト
芋
」
は
（
ｇ
ｏ
ａ
コ
）
と
い
う
の
が
正
し
い
、
と
の
こ
と
。
と
す
れ
ば
、
タ
ロ
芋
↓
ト
ラ
ン
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
サ
ト
芋
は
タ

ロ
芋
な
の
だ
か
ら
、
t
h
o
r
a
n
　
（
サ
ト
芋
）
は
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
、
と
理
解
し
た
。

　
つ
ぎ
に
「
鉱
山
」
は
、
「
露
頭
の
鉱
石
」
を
見
付
け
る
こ
と
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
日
本
の
見
立
山
、
見
立
鉱
山
と
同
じ
く
考
え
ら
れ
、
こ

れ
を
朝
鮮
語
で
（
ま
ｏ
り
ｏ
巴
と
よ
ぶ
の
だ
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
「
見
立
て
」
と
同
じ
よ
う
に
、
ト
ロ
ク
と
い
う
鉱
山
も
と
も
に
祖
母
山
の
南
に
あ
る
。
成
程
と
思
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
芋
（
ト
ラ
ン
）
と

鉱
山
（
ト
ク
ロ
）
と
は
、
こ
れ
は
類
音
と
し
て
間
違
い
な
く
妥
当
で
あ
る
。
で
き
た
。

　
そ
こ
で
「
冬
」
を
「
ト
ウ
」
の
発
音
の
ほ
う
で
考
え
る
と
（
｛
ｏ
コ
｀
｝
と
あ
り
、
こ
の
「
ト
ン
グ
」
t
o
n
g
は
「
銅
」
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

花
が
咲
く
＝
P
h
i
d
a
＝
掘
る
、
で
あ
る
。
う
れ
し
い
限
り
で
あ
る
。
な
に
も
彼
も
ピ
ッ
タ
リ
で
あ
る
。

　
そ
の
前
に
あ
る
「
白
鳥
の
飛
来
」
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
鉄
山
秘
書
」
な
ど
に
「
金
屋
子
神
が
、
白
サ
ギ
に
乗
っ
て
き
た
」
伝
承
の
あ

る
こ
と
を
思
い
あ
わ
せ
れ
ば
、
こ
れ
も
解
け
る
。
「
白
鳥
と
鉄
神
」
と
の
関
係
は
日
本
だ
け
で
な
く
、
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
世
界
的
に
ひ
ろ
が

っ
て
い
る
と
い
う
（
「
鉄
」
社
会
思
想
社
）
。

　
「
餅
」
　
＝
t
o
k
で
あ
り
、
｛
ｉ
＝
竜
蛇
神
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
宇
佐
託
宣
集
」
に
「
霊
蛇
、
化
鳥
」
と
あ
り
、
八
幡
神
は
竜
蛇
神
で
あ

り
、
か
つ
、
鉱
業
神
で
も
あ
る
。
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こ
れ
に
よ
っ
て
分
っ
た
こ
と
は
、
「
風
土
記
」
の
一
文
は
、
じ
つ
は
「
日
本
書
紀
」
に
お
け
る
「
豊
前
の
山
々
」
に
拠
っ
た
鉱
山
王
た
ち

の
活
動
（
鉱
業
文
化
）
を
、
そ
の
ま
ま
寓
話
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
「
豊
後
風
土
記
」
の
白
鳥
や
餅
や
、
里
芋
の
花
が

冬
に
咲
く
、
瑞
祥
（
地
名
説
話
）
の
本
来
の
真
意
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
景
行
天
皇
の
九
州
西
征
（
書
紀
）
も
、
サ
ト
芋
が
冬
に
花
咲
く
地
名
・
瑞
祥
（
豊
後
風
土
記
）
も
、
そ
れ
は
偉
大
な
天
皇
カ
リ
ス
マ
性
の

賛
歌
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
も
う
一
つ
、
中
臣
氏
（
藤
原
氏
）
の
賛
歌
と
い
う
こ
と
も
付
け
加
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
風
土
記
の
豊
国
（
地
名
）
の
瑞
祥

が
、
仲
津
郡
の
中
臣
村
で
の
出
来
事
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
こ
の
地
名
は
、
幻
の
地
名
で
あ
る
）
。

　
巾
　
書
紀
で
、
神
武
天
皇
の
御
東
征
に
供
奉
し
た
天
種
子
命
（
中
臣
氏
の
遠
祖
）
が
、
豊
前
の
ウ
サ
で
、
ウ
サ
ツ
姫
を
妻
に
し
た
こ
と
。

　
圀
　
風
土
記
で
、
豊
国
の
地
名
・
瑞
祥
が
、
（
幻
の
地
名
で
あ
る
）
中
臣
村
で
の
出
来
事
と
さ
れ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
●
一
奉

　
圀
　
さ
ら
に
書
紀
で
、
同
じ
く
景
行
天
皇
の
豊
後
・
直
人
で
土
蜘
蛛
を
討
つ
と
き
、
物
部
神
な
ど
と
併
せ
て
中
臣
ノ
神
に
祈
っ
た
、
と
さ

　
れ
て
い
る
こ
と
。

　
右
の
三
つ
を
み
れ
ば
、
豊
前
・
豊
後
の
地
は
、
中
臣
氏
に
と
っ
て
、
そ
の
功
業
を
誇
る
賛
歌
と
し
て
演
出
さ
れ
た
も
の
、
と
言
っ
て
過
言

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

四
、
豊
後
へ
の
進
出

－
迷
津
媛
の
国
－

豊
前
か
ら
豊
後
に
う
つ
る
。
ま
ず
早
津
媛
の
名
の
み
え
る
史
料
を
左
に
か
か
げ
る
。

（
日
本
書
紀
巻
七
）
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冬
十
月
に
、
碩
田
國
に
到
り
た
ま
ふ
。
其
の
地
形
廣
く
大
き
に
し
て
亦
麗
し
。
因
り
て
碩
田
と
名
く
。
碩
田
、
此
を
ば
於
保
岐
陀
と
云

ふ
。
速
見
邑
に
到
り
た
ま
ふ
。
女
人
有
り
。
迷
津
媛
と
日
ふ
。
一
處
の
　
長
た
り
。
其
れ
天
皇
車
駕
す
と
聞
り
て
、
自
ら
迎
へ
奉
り

て
諮
し
て
言
さ
く
、
「
茲
の
山
に
大
き
な
る
石
窟
有
り
。
鼠
の
石
窟
と
日
ふ
。
二
の
土
蜘
蛛
有
り
。
其
の
石
窟
に
住
む
。
一
を
ば
青
と
日

ふ
。
二
を
ば
白
と
日
ふ
。
又
直
人
蘇
の
禰
疑
野
に
、
三
の
土
蜘
蛛
有
り
。
一
を
ば
打
サ
ル
と
日
ふ
。
二
を
ば
八
田
と
日
ふ
。
三
を
ば
國
摩
侶

と
日
ふ
。
是
の
五
人
は
、
並
に
其
の
烏
人
強
力
く
し
て
、
亦
衆
類
多
し
。
皆
日
は
く
。
「
皇
命
に
従
は
じ
」
と
い
ふ
。
若
し
あ
な
が
ち
に

喚
さ
ば
、
兵
を
興
し
て
距
か
む
」
と
ま
う
す
。
（
中
略
）
是
の
時
に
、
祷
り
ま
つ
る
神
は
、
志
我
神
・
直
人
物
部
神
・
直
人
中
臣
神
、
三

の
神
ま
す
。

（
豊
後
風
土
記
、
速
見
郡
）

　
昔
者
、
纏
向
の
日
代
の
宮
に
御
宇
し
め
し
し
天
皇
、
球
磨
ソ
於
を
誄
は
む
と
欲
し
て
、
筑
紫
に
幸
し
、
周
防
の
國
の
佐
婆
津
よ
り

登
船
し
て
、
渡
り
ま
し
て
、
海
部
の
郡
の
宮
浦
に
泊
て
た
ま
ひ
き
。
時
に
、
此
の
村
に
女
人
あ
り
、
名
を
速
津
媛
と
い
ひ
て
、
其
の
處
の
長

た
り
き
。
即
ち
、
天
皇
の
行
幸
を
聞
き
て
、
親
自
ら
迎
え
奉
り
て
、
奏
言
を
し
し
く
、
「
此
の
山
に
大
き
な
る
磐
窟
あ
り
、
名
を
鼠
の
磐
窟

と
い
ひ
、
土
蜘
蛛
二
人
住
め
り
。
其
の
名
を
青
・
白
と
い
ふ
。
又
、
直
入
の
郡
の
禰
疑
野
に
土
蜘
蛛
三
人
あ
り
、
其
の
名
を
打
サ
ル
・
八
田
・

國
摩
侶
と
い
ふ
。
是
の
五
人
は
、
鼓
に
鳥
人
、
ち
暴
び
、
衆
類
も
亦
多
に
あ
り
。
悉
皆
、
嵩
し
て
い
へ
ら
く
、
「
皇
命
に
従
は
じ
」
と

い
へ
り
。
若
し
、
あ
な
が
ち
ち
に
喚
さ
ば
、
兵
を
興
し
て
距
ぎ
ま
つ
ら
む
」
と
ま
を
し
き
。
こ
こ
に
、
天
皇
、
兵
を
遺
り
て
、
其
の
要
害

を
遮
へ
て
、
悉
に
洙
ひ
滅
し
た
ま
ひ
き
。
斯
に
因
り
て
、
名
を
迷
津
媛
の
国
と
日
ふ
後
人
改
め
て
速
見
郡
と
日
ふ
。
」

天
皇
方
の
進
攻
が
、
豊
前
か
ら
豊
後
に
う
つ
る
と
、
ま
ず
主
役
は
神
夏
磯
媛
か
ら
速
津
媛
に
う
つ
る
。

は
じ
め
に
記
し
た
よ
う
に
、
ど
ち
ら
も
沿
海
部
の
女
王
で
あ
り
、
し
か
も
両
者
と
も
そ
の
所
在
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
。
い
ち
お

-
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う
速
津
媛
の
ほ
う
は
、
速
見
邑
（
速
見
郡
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
や
は
り
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
本
稿
の
う
ち
で
、
私
は
い
く
つ
か
大
胆
な
推
測
を
記
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
も
思
い
き
っ
た
推
断
を
下
す
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
媛

の
所
在
を
「
佐
賀
ノ
関
」
と
し
、
媛
の
名
は
「
速
吸
日
女
（
速
吸
ノ
門
の
媛
の
意
）
で
あ
り
、
そ
の
つ
づ
ま
っ
た
も
の
と
し
て
「
速
津
媛
」

と
な
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
、
さ
ら
に
「
速
見
」
の
地
名
に
Ｉ
諸
に
ま
ぎ
れ
こ
む
に
至
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
思
い
を
す
て
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
理
由
を
左
に
記
す
。

そ
の
一
は
、
書
紀
に
お
い
て
、
天
皇
の
進
攻
が
、
「
碩
田
国
に
到
り
、
つ
い
で
速
見
邑
に
至
る
」
と
さ
れ
る
こ
と
。
碩
田
は
国
で
、
速
見
は

邑
。
ま
る
で
国
の
な
か
の
一
つ
の
村
の
よ
う
で
あ
り
、
進
攻
の
順
路
も
奇
妙
と
な
る
。
し
か
も
、
こ
の
村
の
媛
が
直
入
郡
の
こ
と
ま
で
も
奏

言
す
る
。
こ
れ
を
整
然
と
説
明
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
第
二
に
、
風
土
記
を
よ
む
と
、
媛
の
所
在
は
海
部
郡
の
宮
浦
と
あ
る
。
こ
れ
は
神
武
天
皇
の
東
征
の
さ
い
の
、
佐
賀
ノ
関
の
日
向

泊
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
内
海
潮
流
（
交
通
路
）
か
ら
言
っ
て
も
理
解
で
き
る
。
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
さ
き
の
地
図
の
天
道
線
か
ら
も

ス
ム
ー
ス
に
説
明
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
第
三
の
問
題
と
し
て
「
天
道
線
」
を
考
え
た
い
。
景
行
天
皇
が
周
防
の
裟
婆
ノ
津
（
防
府
）
か
ら
西
南
に
三
十
度
の
線
に
の

っ
て
、
九
州
に
京
都
郡
に
た
っ
す
る
Ｉ
そ
の
先
は
、
「
天
道
」
の
地
に
と
ど
く
Ｉ
。
そ
こ
か
ら
東
南
に
三
十
度
の
線
に
の
る
と
、
中
津
の
海

岸
（
豊
日
別
宮
あ
り
）
を
す
ぎ
、
宇
佐
官
を
す
ぎ
て
、
日
出
・
杵
築
の
境
で
あ
る
八
坂
川
口
を
す
ぎ
、
別
府
湾
を
よ
ぎ
っ
て
、
佐
賀
ノ
関
の

日
向
泊
（
風
土
記
の
海
部
郡
・
宮
浦
の
地
）
に
た
っ
す
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
西
南
三
十
度
の
線
に
の
る
と
、
直
入
郡
の
城
原
（
こ

の
ハ
幡
に
景
行
帝
を
ま
つ
る
）
に
た
っ
す
る
こ
と
に
な
る
。
天
皇
は
、
太
陽
王
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
天
皇
の
進
攻
路
が
、
そ
の
ま

ま
天
道
線
（
三
十
度
の
連
続
）
と
し
て
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
天
皇
の
カ
リ
ス
マ
性
の
象
徴
と
な
る
。
合
理
的
に
、
ま
こ
と
に
ス
ム
ー

ス
に
説
明
で
き
る
の
で
あ
る
。
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天
皇
は
太
陽
王
・
カ
リ
ス
マ
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
天
道
線
に
の
っ
て
、
進
攻
を
つ
づ
け
た
と
解
し
て
、
お
そ
ら
く
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

神
武
の
東
征
以
来
、
太
陽
王
権
と
し
て
の
天
皇
、
そ
の
思
想
的
表
現
の
一
文
だ
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
天
皇
の
進
攻
路
の
こ
と
は
、
以
上
で
理
解
で
き
た
。
つ
ぎ
に
在
地
の
主
長
た
ち
（
速
見
の
青
・
白
と
、
直
人
の
打
サ
ル
・
八
田
・
国
摩
侶

と
）
五
人
の
名
前
に
つ
い
て
考
え
を
め
ぐ
ら
し
た
い
。

　
　
（
書
紀
・
風
土
記
と
も
に
）
迷
津
媛
の
奏
言
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
此
の
山
に
、
鼠
ノ
石
窟
あ
り
、
二
の
土
蜘
蛛
が
居
る
、
青
・
白

と
い
ふ
、
と
み
え
る
。
さ
き
の
豊
前
の
ば
あ
い
と
同
様
に
、
こ
れ
ら
を
ま
ず
音
読
み
で
解
し
、
さ
ら
に
朝
鮮
語
の
類
音
で
考
え
て
み
る
。
す

る
と
、
、
ソ
・
セ
イ
・
ハ
ク
と
な
る
。
ソ
は
ｓ
ｏ
＝
　
「
小
さ
い
」
の
義
と
な
り
、
セ
イ
は
Ｓ
０
１
＝
　
「
鉄
」
と
考
え
ら
れ
、
宛
て
字
と
し
て

副
・
添
・
佐
井
・
才
な
ど
の
地
名
が
あ
る
。
ハ
ク
（
パ
ク
）
は
、
風
土
記
の
豊
国
地
名
説
話
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
習
｀
↓
｛
恥
＝

竜
蛇
神
・
鍛
冶
神
の
義
と
な
る
。
青
・
白
と
も
に
金
属
鍛
冶
の
主
長
た
ち
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
凩
ノ
石
窟
と
は
「
小
さ
い
岩
穴
・

坑
穴
」
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
「
此
の
山
」
と
は
、
お
そ
ら
く
日
出
町
と
山
香
町
境
の
鹿
鳴
越
の
周
辺
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
南
麓
に

　
「
猪
狩
」
　
（
ま
た
碇
と
も
）
の
地
名
あ
り
、
西
に
は
唐
木
山
あ
り
、
北
の
麓
に
は
鍛
冶
屋
坊
の
地
名
が
あ
る
。
カ
リ
・
カ
ラ
は
古
代
朝
鮮
語

　
　
か
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
ご
え
　
　
　
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●

の
「
銅
」
　
（
の
ち
カ
ネ
に
拡
大
）
の
義
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
鹿
鳴
越
と
は
「
金
越
」
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
速
見
の
山
中
部
で

あ
る
。

　
さ
ら
に
次
の
直
入
郡
の
三
土
蜘
蛛
な
る
打
サ
ル
・
八
田
・
国
摩
侶
の
名
前
に
つ
い
て
は
、
先
年
「
卑
弥
呼
」
　
（
頁
一
〇
五
以
下
）
に
記
し

た
と
お
り
、
サ
ル
神
族
・
ヘ
ビ
神
族
・
犬
神
族
の
義
と
解
さ
れ
よ
う
。
や
は
り
鍛
冶
・
農
耕
の
主
長
た
ち
な
の
で
あ
る
。

　
豊
前
の
ば
あ
い
と
全
く
同
様
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
こ
こ
に
も
天
皇
方
に
活
動
し
た
志
賀
神
・
物
部
神
・
中
臣
神
の

名
が
み
え
る
。
中
臣
氏
（
藤
原
氏
）
の
功
業
の
説
明
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
で
、
豊
後
の
山
中
の
主
長
た
ち
の
説
明
を
終
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
景
行
の
進
攻
の
特
色
を
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ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
五
、
む
す
び

　
　
景
行
天
皇
の
九
州
進
攻
を
み
る
と
、
豊
前
と
へ
の
進
攻
が
、
（
地
名
や
人
名
は
変
る
け
れ
ど
も
）
、
と
も
に
同
一
の
型
の
ク
リ
返
シ
、
と

　
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
書
紀
・
風
土
記
に
よ
っ
て
考
え
る
と
と
も
に
、
全
く
同
様
の
構
造
を
も
っ
て
、
天
皇
の
進
攻
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
①
地
元
に
す
で
に
天
皇
方
の
味
方
が
い
る
こ
と
。
②
沿
海
部
の
、
女
王
が
奉
順
し
、
抵
抗
す
る
主
長
た
ち
を
教
え
る
こ
と
。

③
山
中
部
の
主
長
た
ち
は
抗
戦
し
、
全
滅
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
。
当
然
の
こ
と
と
し
て
彼
等
の
名
前
は
蔑
称
を
も
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

④
山
中
の
主
長
た
ち
の
名
か
ら
、
い
ず
れ
も
銅
・
鉄
な
ど
の
金
属
鍛
冶
の
技
術
集
団
の
長
で
あ
る
こ
と
が
、
朝
鮮
語
を
媒
介
す
る
こ
と
で
明

ら
か
と
な
っ
た
こ
と
。

　
さ
ら
に
、
最
大
の
時
点
は
、
天
皇
が
太
陽
王
・
カ
リ
ス
マ
で
あ
り
、
そ
の
主
張
を
説
明
す
る
た
め
に
「
天
道
線
」
に
の
っ
た
進
攻
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

　
最
後
に
、
中
臣
氏
（
藤
原
氏
）
の
功
業
を
賛
え
る
一
文
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
風
土
記
の
豊
国
地
名
説
話
が
、
中
臣
村
（
こ

れ
は
幻
の
地
名
で
あ
る
）
に
お
け
る
芋
の
花
の
瑞
祥
と
さ
れ
（
豊
前
）
、
次
で
直
人
に
お
い
て
中
臣
神
が
天
皇
方
を
支
え
た
と
さ
れ
る
こ
と

　
（
豊
後
）
で
あ
る
。

　
天
皇
の
カ
リ
ス
マ
性
と
、
中
臣
氏
の
功
業
の
賛
歌
こ
そ
が
、
最
大
の
眼
目
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
豊
前
と
豊
後
と
で
同
一
の
型
を
も
っ
て

（
ク
リ
返
シ
）
、
物
語
り
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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